
　平成27年度 コンピュータ理工学特別研究II 報告書抄録　　　　　　　　　　　　　　　　京都産業大学 コンピュータ理工学部

カスタマイズ可能なQuickLook機能の提案 
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1 はじめに 

　Macでは、FinderでQuickLook[1][2]の機能を利
用してファイルの内容を簡単に確認できる。
QuickLookは高速なプレビューが可能だが、書き
込み等の機能は用意されておらず、また、利用者が
機能をカスタマイズすることも容易ではない。 
　本研究では、QuickLookからシェルスクリプト
を起動させることで機能の拡張を行う方法を検討
した。 

2 QuickLook 

　QuickLookでは、選択したファイルの拡張子に
対応したプラグインが自動的に起動する。プラグイ
ンは自作して追加可能である。 
　本研究では、機能の拡張を行うために新しい
ファイル拡張子を用意し、それに対応する
プラグインを作成した。 

3 プラグインの概要 

　本研究で作成したプラグインは、選択したファイ
ルのプレビュー要求がきた時に、プログラム内か
らシェルスクリプトを動作させる。シェルスクリプ
トはファイルの絶対パスの情報を利用して動作出来
るが、ファイルの内容を表示する以外にも、次節
に示すような多様な機能を記述しておける。 
　実装に使用した言語はObjective-Cである。 

図1.実装プログラムの流れ 

4 実装内容 

　プラグインを動作させるためのファイルには、ファ
イル名として、システムが認識する本来の拡張子の
前に、プラグインの機能を指定する文字列を置く。 
　プラグインは次の4つの種類を作成した。 

1. ディレクトリ内のすべてのファイルに対し、検
索用ペーストボードの内容を検索して表示(図2) 

2. ディレクトリ内のすべてのメモ書きファイルを
連結して表示 

3. ディレクトリ内のファイルの中で、更新時間が
最新のファイルを表示 

4. ディレクトリ内のファイルをランダムに選んで
表示 

図2.検索用ペーストボードを利用したプラグイン 

5 まとめ 

　プラグインからシェルスクリプトを動作さ
せる方法でQuickLookのカスタマイズができ
ることを確認できた。本研究で実装した機能
以外にも、シェルスクリプトの記述次第で様々
な機能が実現できる。また、他のスクリプト
記述言語を利用することもできるであろう。 

参考文献 

[1] Apple, “ファイルやフォルダをクイック
ルックする”, https://support.apple.com/
kb/PH18813 
[2] Apple, “Quicklook Programming 
Guide”, https://developer.apple.com/
library/mac/documentation/
UserExperience/Conceptual/
Quicklook_Programming_Guide/
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スマートフォンの操作に特化した 

計算機アプリの作成 

学生証番号 244523 ネットワークメディア学科　佐藤　睦 （荻原研究室） 

1　はじめに 
　本研究では昨年度の卒業研究[1]を取り上げ
て、スマートフォンの操作に特化した計算機
アプリの作成をした。スマートフォン独特の
機能にスワイプ操作やフリック操作がある。
しかし、一般的な計算機アプリはスワイプ操
作などを使用しないものが多い。 
　本研究ではスワイプ操作を多く取り入れ、
数値入力方法をフリック操作とする計算機ア
プリの作成を試みた。また、アプリ開発には
enchant.js[2]、PhoneGap[3]を用いた。 

２　概要 
　この計算機アプリはデータをボールで表し、
それらをスワイプによって衝突させることで
計算を行う。本研究ではさらにデータをグルー
プとしてまとめて表示し、それらの合計・平
均を計算を行う機能を追加した(図１、図２)。 
　また、数値入力方法はフリック操作での入
力方式としている。０のボタンで１～４、５
のボタンで６～９を入力する。 

３　グループ機能 
　通常の電卓で表示されるのは計算結果だけ
だが、本アプリのグループ機能では、計算の
対象である複数のデータをメモリに表示して
おける。ボールの移動によってデータの追加や
削除ができ、それに応じて合計、平均は自動
的に再計算される。グループは複数個を同時
に構成できる。 
　例えば、買い物の合計額を予算に収めたい
場合、購入する品の取捨選択が容易である。
品物の種類別にグループを作ることもできる。
関数電卓のような複雑な計算はできないが、
日常での様々な用途に役立つと考えられる。 

図1 メモリが散らば　　図２ メモリがグルー 
　   っている状態　　　　　 プ化された状態 

４　まとめ 
　数値入力方法をフリック操作としたが、数
値が10個しかないため入力速度はテンキーと
変わらず、テンキーに割り当てていたスペース
を他の機能の実装に利用出来る。 
　スワイプ操作やフリック操作は一般的な電
卓とは使用方法が異なるため、使うには慣れ
が必要である。一方、データを目で見て確認
したり、データをグループとしてを扱えること
にメリットがあると感じた。 

参考文献 
[1]安田悠輝, スマートフォン特有の操作性を生
かした計算機アプリの開発, 京都産業大学コ
ンピュータ理工学部, 卒業論文 2015 

[2]UEI, enchant.js, http://enchantjs.com/ja/ 
[3]Asial Corporation：PhoneGap Fan,  
 http://phonegap-fan.com/about/ 
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1 はじめに 
　本研究ではブラウザの閲覧履歴を操作するアドオンの
開発を行った。 
　作成したアドオンは、閲覧履歴を一括削除してファイ
ルに書き出す機能、ファイルから履歴を復元（リカバ
リー）する機能、および特定のURLを履歴から削除する
機能を実装している。調査した範囲ではこのような機能
は既存のアドオンには存在していなかったが、ブラウザ
を用いたプレゼンテーションを行うような場合に有用な
機能である。 

2 ブラウザの閲覧履歴 
　Firefoxにはplace.sqliteと呼ばれるデータベースファ
イルが存在しており、ブックマーク、お気に入りのアイ
コン、閲覧履歴、入力履歴等がそれぞれのテーブルに分
けられて保存されている[1][2]。 
　その中でも本研究で使用するテーブルは、
moz_places、moz_historyvisitsの2つのテーブルであ
り、moz_placeテーブルにはページのタイトルやURL、
閲覧回数等を示すフィールド、moz_historyvisitsテーブ
ルには閲覧した日付やmoz_placesテーブルのidを参照
する等のフィールドを備えている。 
　履歴の一時削除では、テーブルのレコードをファイル
に書き出し、テーブルの情報は削除する（図１①）。リ
カバリーは逆に、ファイルから読み込んだ情報を 
テーブルに追加する（図１②）。 

3 アドオン概要 
　開発したアドオンはFirefoxブラウザの右クリックで
表示されるコンテキストメニュー(図2)から各項目を選択

することで実行する機能と、特定のURLを持つwebペー
ジ上で自動的に実行される機能の二つに分けられる。 

実装した機能の内訳は以下のとおりとなっている。 
【コンテキストメニューから実行する機能】 
・履歴の一時削除 
・リカバリーの機能 
【特定のwebページで実行される機能】 
・特定のURLを持つ履歴レコードの削除 

4 考察 
　本アドオンは、他人に自身の履歴情報を見られること
を防ぐのに有効である。 
　しかし、今後の課題としてユーザー自身がURLを設定
するための入力ウィンドウの実装や、個々の履歴レコー
ドに対する一時削除・リカバリーの機能といった改善点
が挙げられる。 

5 まとめ 
　今回開発したアドオン自体の機能は決して多いわけで
はない。しかしアドオンの性質上、本研究で開発した新
たな機能を持つアドオンと既存のアドオンとを組み合わ
せることで、さらに利便性の高い履歴操作が実現できる
だろう。 

参考文献 
[1]MDN, Places, https://developer.mozilla.org/ja/
docs/Places (2013)  
[2]MDN, The Places database, https://
developer.mozilla.org/ja/docs/ 
The_Places_database (2008)  

荻原研ー3

ブラウザの閲覧履歴を操作するアドオンの開発 
学生証番号　244677 ネットワークメディア学科  武村修平　(荻原研究室)

図2　コンテキストメニュー

id url title …
1 http://A.co.jp A …
2 http://B.com B …

id url title …

①レコード削除
1||http://A.co.jp||A||…|| 
2||http://B.com||B||…||②レコード追加

①ファイル書き出し

②ファイル読み込み

図1　履歴の削除とリカバリー 
(moz_placesテーブル)

https://developer.mozilla.org/ja/docs/Places
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盗み見に強い小型タッチパネル端末向け 
スクリーンロック手法の提案 

244776 インテリジェントシステム学科 天良 勇人 (荻原研究室) 

1 はじめに 
　スクリーンロックとはスマートフォ
ンなどにおいて、所有者以外の端末
利用を制限する認証機能である。 
　タッチパネルを用いた既存手法は、
周囲に人の居る環境下で利用した際、
盗み見により解除手順が推定される
恐れがある[1]と考え、盗み見につい
ての調査と、対策の提案を行った。 

2 対盗み見強度推定調査 
　様々な角度からロック解除場面を
撮った動画を見ることで、解除手順
の推定が可能かを、荻原研究室、林
原研究室、その他同期の皆様の御協力
を得て、調査した。 
　結果、既存手法のPIN、パターンロックは画面が
見えない角度から場面を撮った動画でも、手順の
推定が可能であることが分かった。 

3 手法の提案 
　既存手法は解除に必要なタッチ入力の位置が毎
回同じなため、指の動きの観察で解除手順が推定
されたのではないかと考えられる。 
　そこで、ボタンの位置にランダム要素を取り入れ、
タッチ位置を一定で無くせば、盗み見による推定
を防ぐことができるのではないかと考え、4つの手
法を提案した(図1～4)。提案手法はフラットデザイ
ン[2]を取り入れ、iPodTouch上で動作するアプリ
ケーションとして開発を行った。 

４ 提案手法の説明 
　まず既存のPINのボタン位置をランダムにしたラ
ンダムPIN(図1)、自転車の鍵などで馴染みのあるダ
イヤルロックを提案した。その後、操作性や視認
性について考え、数字をなぞって解除を行うスター
ロック(図3)を提案した。 
　数字ボタンを環状に配置したフラワーロック(図
4)は、調査での被験者の回答傾向から、斜め方向
の入力は指の観察によって推定されにくいのでは
ないかと考え、調査後に提案・開発した。 

５ アンケート調査 
　対盗み見強度推定調査
と平行して、実際に提案手
法のサンプルを見せ、感想
や改善点などを回答しても
らった。結果、「盗み見
に対しての効果が期待でき
る」「ランダムだが押しや
すい」という評価の反面、
「操作が面倒」「解除に
時間がかかる」等の回答
も見られた。 

６ まとめ 
　ランダム要素の取り入れにより、盗み見に対し強
度が得られた反面、視認性が悪くなり、解除時間
が増えてしまった。解除手順を知る所有者には使
いやすく、知らない人間には困難なよう、表示方
法などに工夫を加え、解除時間や手間を減らす事
が今後の課題である。 

参考文献 
[1] 岡嶋裕史, “ハッカーの手口 ソーシャルからサイ
バー攻撃まで”, PHP新書(2012). 
[2] 宇野雄, “フラットデザインで考える新しいUIデ
ザインのセオリー”, 技術評論社(2014).
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図4. フラワーロック

図1. ランダムPIN 図3. スターロック図2. ダイヤルロック


